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第３回 神戸市子ども会連合会 

ドッヂビー大会ルール 

 

ドッヂディスタンス 図 解 説 明 

・1人 3投行い、1番いい記録を取る。 

 

・ディスクを投げ出す前に、スローラインを踏

む、または踏み越した場合、ラインファール

となり、そのスローは無効となります。 

 ただし、投げ出した後にラインを踏む、また

は踏み越した場合は、有効とみなします。 

 

・計測は、スローラインからスローイングエリ

ア内に向けてディスクを投げ、ディスクが初

めに接地した地点のドッヂビーの中心までを

計測します。 

 

・どこから投げたかにかかわらず、スローライ

ンの中心を起点とします。 

 

・スローイングエリア外に最初に接地したスロ

ーは無効となります。 

 飛行中、範囲外に出たとしても、最初の接地

点がスローイングエリア内であれば有効とな

ります。 

 

 

 

 

 

ディスゲッタードッヂ 図 解 説 明 

・1人 5投行い、落下したボードの合計点を得点

とする。 

・スローラインからターゲットの距離は 

低学年 3.0ｍ 

  高学年 4.0ｍ とする。 

 

・パネルが完全にフレームから外れ、地面に 

落ちた時、得点となります。 

 

・スローを行うときスローラインを踏んだ、 

または踏み越えた場合、ファールとなります。 

 

・順位は、 

① 合計得点  

② 枚数  

③ 抜いたボードの数字の大きさ 

で決定する。 

 

 

 

 

飛行中、範囲外にディスクが出たとしても、
最初の接地点が、横幅制限ライン内のスロ
ーイングエリア内であれば、有効となります。 

距離（低 3ｍ、高 4ｍ） 

スローライン 


